
函館市函館市

鹿部町鹿部町

松前町松前町 福島町福島町

知内町知内町

木古内町木古内町

北斗市北斗市

森町森町

七飯町七飯町

八雲町八雲町

長万部町長万部町
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林
業
成
長
産
業
化
地
域
創
出
モ
デ
ル
事
業 

⓲

渡
島
地
域
の
現
況

　
渡
島
地
域
は
北
海
道
の
南
西
部「
渡
島
半
島
」に
位

置
し
、11
市
町（
函
館
市
、北
斗
市
、松
前
町
、福
島
町
、

知し
り
う
ち
ち
ょ
う

内
町
、木き
こ
な
い
ち
ょ
う

古
内
町
、七な
な
え
ち
ょ
う

飯
町
、鹿
部
町
、森
町
、八
雲

町
、長お
し
ゃ
ま
ん
べ
ち
ょ
う

万
部
町
）で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。風
光
明
媚

な
大
沼
公
園
や
駒
ヶ
岳
な
ど
の
自
然
、
五
稜
郭
や
松

前
城
な
ど
の
文
化
、
函
館
山
か
ら
の
夜
景
な
ど
、
国

内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
魅
力
あ
る
地
域

で
す
。

　
当
地
域
の
面
積
は
39
万
ha
で
、
う
ち
森
林
面
積
は

31
万
ha
と
約
８
割
を
占
め
て
お
り
、
北
海
道
内
で
も

林
野
率
の
高
い
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
道
南
地
域
特
有
の
「
道
南
ス
ギ
」
を
は
じ

め
、
ト
ド
マ
ツ
な
ど
の
人
工
林
資
源
の
大
半
が
利
用

期
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
22
年
度
以
降
は
素
材
生
産

量
が
増
加
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
北
海
道
内
の
他
地
域
に
比
べ
高
性

能
林
業
機
械
の
導
入
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
や
地
形

が
急
峻
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
間
伐
材
の
搬
出
や

林
地
未
利
用
材
の
利
用
が
低
位
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
工
場
側
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

原
木
供
給
や
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
、
間
伐
材
等
の
利

用
率
の
向
上
を
進
め
、
素
材
生
産
業
者
の
利
益
率
を
向
上
さ

せ
て
い
く
取
組
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

渡
島
地
域
の
成
長
産
業
化
の
実
現
　

　
こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
渡
島
地
域
で
は
、
平
成
30

年
度
か
ら
林
業
成
長
産
業
化
地
域
創
出
モ
デ
ル
事
業
の
取
組

を
開
始
し
、「
森
林
施
業
の
集
約
化・低
コ
ス
ト
化
」と「
渡
島
産

木
材
の
ブ
ラ
ン
ド
化
」を
柱
に
位
置
づ
け
、
か
つ
、
相
互
に
連

携
し
な
が
ら
、
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
（
図
１
）。

こ
れ
ま
で
と
今
後
の
取
組

①
森
林
施
業
の
集
約
化・低
コ
ス
ト
化
の
推
進
と

　
担
い
手
の
育
成・確
保

（
１
）
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
（
写
真
︱
１
）

　
間
伐
材
の
搬
出
や
林
地
未
利
用
材
の
利
用
に
向
け
た
低
コ

ス
ト
化
を
図
る
た
め
、
平
成
30
年
度
に
ハ
ー
ベ
ス
タ
、
令
和

元
年
度
に
グ
ラ
ッ
プ
ル
な
ど
の
林
業
機
械
の
導
入
を
進
め
て

い
ま
す
。

図１　Ｈ 30 北海道渡島地域ポイント概略図

北
海
道
渡お

し
ま島
地
域

森
林
施
業
の
効
率
化
と
渡
島
産
木
材
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
る

川
上・川
下
一
体
的
な
成
長
を
目
指
し
て
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（
２
）
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
森
林
認
証
の
取
得
（
写
真
︱
２
）

　
平
成
30
年
に
道
南
地
域
の
森
林
に
魅
力
的
な
付
加
価
値
を

持
た
せ
た
地
域
材
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
、
市
町
、
森
林

組
合
及
び
林
業
事
業
体
が
一
体
と
な
っ
た
「
は
こ
だ
て
森
林

認
証
推
進
協
議
会
」
を
設
立
し
、森
林
認
証
を
取
得
し
ま
し
た
。

　
取
得
後
も
協
議
会
が
中
心
と
な
り
、
普
及
に
向
け
た
勉
強

会
や
首
都
圏
で
の
展
示
会
に
出
展
す
る
な
ど
森
林
認
証
材
の

販
路
拡
大
の
た
め
の
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

②
効
率
的・安
定
的
な
供
給
体
制
の
構
築
と

　
渡
島
産
木
材
の
ブ
ラ
ン
ド
化

（
１
）
加
工
施
設
等
の
整
備
（
写
真
︱
３
）

　
地
域
材
を
地
域
内
で
効
率
的
に
加
工
し
て
い
く
た
め
、
今

後
増
大
が
見
込
ま
れ
る
大
径
材
へ
の
対
応
を
見
据
え
、
大
断

面
プ
レ
カ
ッ
ト
加
工
機
な
ど
、
大
径
木
加
工
施
設
の
整
備
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。

（
２
）
森
林
認
証
材
Ｐ
Ｒ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
の

作
製
（
写
真
︱
４
）

　
渡
島
地
域
の
川
上
か
ら
川
下
に
お
け
る
各
分
野
の
方
々
の

林
業
・
木
材
産
業
や
道
南
ス
ギ
へ
の
思
い
を
詰
め
込
ん
だ
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
地
域
材
の
情
報
発
信
を
行
う
と
と
も
に
、
苗
木
生
産
か
ら

地
域
材
の
普
及
ま
で
の
川
上
か
ら
川
下
で
働
く
人
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
た
内
容
と
し
て
お
り
、
道
南
ス
ギ
な
ど
森
林
認
証

材
の
認
知
度
向
上
や
担
い
手
確
保
へ
の
一
翼
を
担
う
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
ア
ド
レ
ス
：http://dounan-sugi.com

/

（
３
）
大
消
費
地
（
首
都
圏
）
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
展
示
会

の
出
展
（
写
真
︱
５
）

　
道
南
ス
ギ
な
ど
森
林
認
証
製
品
の
Ｐ
Ｒ
活
動
と
し
て
、
首

都
圏
で
開
催
し
た「
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」へ
の
出
展
を

行
い
ま
し
た
。

　
道
南
ス
ギ
の
地
元
で
の
知
名
度
は
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
が
、

道
外
で
は
「
北
海
道
の
ト
ド
マ
ツ
」
と
比
べ
る
と
知
名
度
が

低
い
な
ど
の
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
道
外
向
け
情

報
発
信
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

③
今
後
の
取
組

（
１
）
川
上
か
ら
川
下
を
一
体
的
に
成
長
す
る
た
め
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

等
先
端
技
術
の
導
入

　
川
上
か
ら
川
下
の
そ
れ
ぞ
れ
の
体
制
・
取
組
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
そ
れ
ら
を
一
体
的
・
効
率
的
に
循
環
さ
せ
る
た

め
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
先
端
技
術
の
導
入
に
向
け
た
取
組
を
推
進

し
、
流
通
体
制
の
効
率
化
と
地
域
材
の
付
加
価
値
向
上
を
目

指
し
ま
す
。お

わ
り
に

　
本
事
業
を
通
し
て
、地
域
の
林
業
関
係
者
と
連
携
し
、施
業

の
集
約
化・低
コ
ス
ト
化
を
図
る
と
と
も
に
、地
域
材
の
活
用

促
進
を
図
る
た
め
、道
南
ス
ギ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
森
林
認
証
材

の
販
路
拡
大
の
取
組
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
本
地
域
は
北
海
道
の
他
地
域
と
比
べ
、
機
械
化
の
遅
れ
や

地
形
が
急
峻
で
あ
る
な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
観
光
地

域
の
様
々
な
魅
力
あ
る
地
域
資
源
を
活
か
し
、
異
業
種
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
地
域
の
森
林・林
業・木
材
産
業
が
一
体
的

に
成
長
す
る
こ
と
で
、
森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
通
じ
た
地

域
の
魅
力
の
増
進
と
地
域
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

写真１　高性能林業機械（ハーベスタ）

写真２　はこだて森林認証推進協議会

写真３　大断面プレカット加工機

写真４　道南スギなど森林認証材 PR パンフレット

写真５　WOODコレクション（モクコレ）への出展




